
序論

チャールズ・キーピング（Charles Keeping
 

1924-1988）は、1960年代からイギリスにおい

て活躍した挿絵画家・絵本作家である。ロー

ズマリー・サトクリフ（Rosemary Sutcliff）

の児童歴史小説に挿絵をつけたことで名が知

られるようになり、自身では18冊の絵本を創

作した。『しあわせどおりのカナリヤ』（Char-

ley,Charlotte and the Golden Canary,1967）

と〝The Highwayman"（1981）で、１年間に

イギリスで出版された絵本のうち特に優れた

作品を描いた画家に贈られるケイト・グリー

ナウェイ賞（Kate Greenaway Medal）を受

賞、挿絵を描いた『ギリシア神話物語』（The
 

God Beneath the Sea,1970）はイギリスの図

書館協会から贈られる児童文学賞のカーネ

ギー賞（Carnegie Medal）を受賞している。

キーピングが登場した1960年代は、絵本の

質的な変化が起きた時代であった。元来の絵

本は宗教や知識など学習を手助けするものと

して始まった。文字だけで学習するよりも、

絵とともに学習するほうが効果的であると認

識されたためである。その後19世紀に入ると

中産階級が経済力を蓄え、家庭の団欒や家庭

教育を大切に考えるようになると、子どもを

子ども固有の考えや生き方をする独自の価値

を持つ存在であると捉えるようになった。そ

のため、しつけや教訓を教える内容と共に、

そこに楽しみを盛り込むような、子どもに目

が向けられた絵本づくりがなされてくる。そ

して子ども読者の広がりにつれ内容を競う時

代に突入すると、文章とそれに対する絵の関

係が重視されるようになった。文と関連した

構成がなされているか、絵の形式が文やテー

マの形式をきちんと補っているか、表現して

いるキャラクターの文と絵が対等かなど、ま

ず文章があってその上で絵があるということ

は大前提であった。しかしキーピングは、絵

本について「むろん、絵本では、絵が物語を

語っていくのが当然だ。文字よりも絵に優先

権があり、絵の語るところ、ことばは不要と

なる」（キーピング（a）、
(1)

230）と述べている。

この発言から、それまでの前提であった文章

に比重を置いた絵本、そして文を補うために

絵があるという関連性を否定していることが

わかる。つまり彼は幼児絵本という枠組みの

中で、ことばを少なくし絵を主体とすること

で自分の思想を伝えようとしたのである。こ

のように、絵が文章を補うのではなく、絵か

ら発想した物語ができていくという点で絵本

は質的な変化を遂げ、キーピングはその先駆

けとなった。従来の枠組みをやぶるような作

品が続々と誕生し、独自性のある絵本を作ろ

うとする絵本画家が現れるなど、後に与えた

影響は大きいといえる。

本論では、キーピングが言葉ではなく絵で

物語る絵本を描くに至った背景に迫りたい。
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あえて言葉を少なくし、見るものに伝えよう

としたものは何であったのか。その答えを孤

独感という観点から考察し、そのテーマが形

成されるに至るにはどんな経緯があったのか

について迫っていく。結果、時代の変化の中

で感じた危機感を伝える手段として、絵が物

語る絵本が最適の形であったと論じたい。

第１章 絵本界の異端児

1－1 新しい絵本観の確立

キーピングはイギリス絵本の第二次黄金期

を代表する絵本作家である。それは、彼の絵

本作りに対する独自の考えによって達成され

たといえる。以下は、キーピング自身の絵本

作りに対する発言である。

完全な子どものイラストレーターは、子

どものことばで物を考えるから、作品は

本当に単純で、まったく、子どもの作品

のようになるのだと考えている人々がい

る。そう、これは真実かもしれない。し

かし、私は決してそういう範疇に自分を

あてはめようとは思わない。そして、私

は、すべての本はその時に一個人として

私自身が考えていることを実現したもの

にしたいと考える。（キーピング（b）、51）

このようにキーピングは子どもの好みとい

われるものに譲歩せず、自己を表現する媒体

として絵本製作を進めた。その表現方法は、

言葉ではなく絵によってストーリーが展開す

る、という手法であった。彼が言う「絵が物

語を語っていく」絵本、以下これを〝絵が物

語る絵本"と呼ぶこととする。キーピングの

実際の絵本の展開方法については、第２章で

具体的に作品を取り上げて見ていくこととし

て、この節では絵本史において絵が物語る絵

本が登場する経緯を見ていく。それにより、

キーピングの絵本観が絵本を新たな方向へ導

いたことを明らかにしたい。

キーピングが従来の絵本観を塗り替えた人

物であることは述べてきた通りだが、では彼

以前に絵を主体として創作活動をした作家は

存在しなかったのか。遡ると、ケイト・グリー

ナウェイ賞受賞者であるエドワード・アー

ディゾーニ（Edward Ardizzone）を挙げるこ

とができるだろう。彼は次のように述べてい

る。

In fact,the text can only give bones to
 

the story. The pictures,on the other
 

hand,must do more than just illustrate
 

the story.(Ardizzone,290)

実際には、文章は物語の骨組となるだけ

です。それに反して絵は、物語の挿絵以

上の働きをしなければなりません。（アー

ディゾーニ、133）

このことを実践した絵本『ティムとゆうか

んな船長さん』（Little Tim and The Brave
 

Sea Captain,1936）が出版されたのは、キー

ピングの代表作『ジョゼフのにわ』（Joseph’s
 

Yard）が出版された1969年から、30年以上

も前のことである。絵と言葉の関連性を具体

的に見てみると、例えば『ティムとゆうかん

な船長さん』の第１ページ（図１）では人物

が全く登場しない。文の方で主人公のティム

が海辺の家に住み、船乗りになりたくてたま

らないことが語られ、その家の様子が絵に描

かれている。絵では伝えにくい〝船乗りにな

りたい"という事実は文によって伝えられて

いるが、バルコニーのある二階建ての家や、

沖を煙をなびかせながら行く船の様子、‘SEA
 

VIEW’という家の愛称などから、このような

環境で暮らし、日常的に船が行き交うのを見

ていれば、船乗りになりたいと思うティムの

気持ちは理解しやすいといえる。確かに〝船

乗りになりたい"ことは文にして伝えられて

いるが、家の様子を丁寧に描くことにより、
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絵が物語の細部を語っているのである。

このように文よりも絵でストーリーを展開

しようとする動きはキーピングの30年以上

も前に存在していたのである。ではキーピン

グの登場によって絵が物語る絵本という考え

が確立されるまで、それほど時間を要したの

はなぜであろうか。それは文字よりも絵が優

先されるという形式を、容易には認めない土

台が絵本界に存在したからに他ならない。当

時の絵本の基本形を理解する要素として、

1955年初期のケイト・グリーナウェイ賞選定

のガイドラインを参照してみたい。

⑴テキストに対して、想像力を駆使した

共感があるか、⑵グラフィック・スタイ

ルはどうか、⑶一貫性があるか、⑷内容

はどうか、⑸子どもの認知力との関連性、

⑹文と関連したレイアウトがなされてい

るか、⑺イラストレーションのスタイル

が文やテーマのスタイルを補っている

か、⑻表現しているキャラクターにおい

て文と絵が対等か（三宅、143）

以上のように、絵本はまず文章があってそ

の上でイラストレーションが存在することが

当然とされていたのである。特に⑴、⑹、⑺、

⑻では文章と絵が扱われる割合について触れ

られており、当時良い絵本と考えられていた

ものは絵よりも文章が勝る作品であって、

アーディゾーニのように物語る絵本の創作の

始まりを見ることはできても、まだまだその

概念が確立するには及ばなかったのである。

絵よりも文章が勝るとする考えは上記のよ

うにグリーナウェイ賞開設の1955年でも根

強く残っているが、絵の質に注目が置かれる

ようになった始まりを探ると1830年代にま

で遡って考えることができる。それは、この

時代に子供に対する大人の見方に変化が生ま

れ、新たな子ども観が成立したことが大きな

要素と言える。19世紀半ばになるまで、子供

のための書物というと歴史や地理など事実に

基づいた知識を与えるもの、神を敬うことを

教える宗教色の強いものなど、教育のために

作られた作品がほとんどであった。本多は、

道徳教育のための子どもの本から、子どもの

喜びのための本への転換を『不思議の国のア

リス』（Alice’s Adventures in Wonderland,

1865）に見ることができるとし、

教訓物語を目的とした本に対し、子ども

の精神の独自の価値を重んじ、その想像

力を刺激することを主とし、それ以外の

目的はすべてその下に従属させる、いわ

ば子どものための子どもの本が登場しう

る舞台が出現したとしてよいだろう。（本

多、40）

と述べている。つまり〝アリス"による子ど

も観の成立によって、読み手である子どもの

楽しみのための絵本作りがなされるように

なったのである。そのため子どもの読者層が

広がり、文章や内容との関連性のみだけでな

く、絵の魅力によって購買意欲を高めるよう

な画家の力量が重要視されるようになった。

子ども読者に受け入れられるためには、言葉

によって進められるストーリーの展開に加

絵本における自己表現― 絵で物語るキーピングの手法―
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え、それに相応しい絵のレベルが必要になっ

たのである。

このように子ども観の成立によって、文だ

けではなく、絵との結びつきがある絵本の認

知が生まれたが、そこからキーピングのよう

な絵が文よりも勝るという考えが生まれるに

至るには、印刷技術の向上があげられる。1960

年代以降、オフセット印刷という原画を生か

すことができ、尚且つ非常に鮮明な印刷が可

能となる技術が発達した。美しい色彩印刷を

効果的に生かすことのできる絵本に、様々な

画家が注目し才能を発揮できる媒体として絵

本作りに積極的に取り組んだのである。この

ことが、第２次世界大戦で抑圧されていた文

化の解放と相まって、絵本画家が様々な試み

を試すことのできる場ができあがった。先に

挙げたケイト・グリーナウェイ賞の初期のガ

イドラインは、印刷技術の進歩による絵本画

家たちの活発な創作活動と、キーピングの登

場によって、絵が語りかける絵本という概念

へ作りかえられていったのである。

1－2 絵本における商業主義

1－1では、絵が物語る絵本の登場を、印刷

技術の進歩などと絡めて戦後の絵本界の流れ

から説明したが、ここではその絵本界の流れ

についてさらに詳しく見ていきたい。良質な

絵本が生まれる反面、同時に商業主義に傾い

た作品が登場することに対する反感が、キー

ピングの絵本の創作に影響を与えたのではな

いかという観点から考察する。

若い画家たちが、戦後の解放的な文化活動

の中で新しい絵本への力をつけていったもの

の、過去から続く昔話的な教訓物語がまだ読

まれていたことも事実であった。イギリスの

出版社が発行し、ポケット版で手軽に読むこ

とができる児童書に、レディバード社のシ

リーズ（Ladybird Books）がある。第一次世

界大戦中にその前身が始まったとされてお

り、ポケット版を出版したのが1940年、体系

化して発刊するようになったのが1964年と、

古くから出版を続けてきた。これは本屋だけ

ではなく、スーパーマーケットやおもちゃ屋

でも買うことができ、ABC絵本、昔話絵本、

知識の絵本などあらゆるジャンルが含まれて

いた。これにより、安価な絵本が大量に普及

することとなった。買い手にとっては、レディ

バード社のコーナーに行けば何か子どもに適

切なものが安く手に入るという安心感が生ま

れたのである。しかし、キーピングは以下の

ように述べている。

昔話はいいものである。たしかに、独自

の場を占めている。あるものは、かっこ

うの現代的解釈の材料を提供している。

しかし、世界は、王子さまやお姫様、城

や狼、魔女や竜では、新しくなりようが

ない。われわれの時代にも興味ぶかい登

場人物は数多くいるのである。工業化の

進んだ社会では、狼に出合うよりは、車

に乗った男が、子どもにお菓子の袋をち

らちらさせて話しかけるといった場面が

ぴったりとくる。（キーピング（a）、229）

ここからわかることは、キーピングは昔話

の良さを認めつつも、昔からある話のモチー

フを繰り返し使って誰からも必ず好かれるよ

うな絵本をつくることに抵抗感を抱いていた

ということである。そしてまた、そのような

作品を「大量に作ったものをできるだけ多く

の読者に売ることだけ」（キーピング（a）、

228）が目標の、「商業主義に徹した絵本」（キー

ピング（a）、228）と捉えていた。彼が指して

いるものが直接レディバード・シリーズにつ

ながるわけではないが、安価で安心感しか与

えられないような絵本が幅広く流布していく

ことに、抵抗があったと考えることは可能で

ある。

では、キーピングが考える商業主義に屈し

ない絵本とはどのようなものか。これを考え
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るヒントとして、「見た目に心地よくなると、

心を乱すものがなくなる。」（キーピング（a）、

230）という言葉に注目したい。これは、絵本

の絵を読者に気に入られるよう可愛らしく仕

上げたり、偏見のない中立的な登場人物にす

るために見た目をやわらかくするなど、画家

の意思以外の要素に介入されることへの反発

であると言える。実際のキーピングの絵に対

して、

子供の描写も、ほほのまるまるした笑う

と白い歯がニッと出るような子供でな

く、又、病弱であってもやさしい澄んだ

目をしている子でもない。恐れと嫉妬、

無気力、孤独等の表情が顔をよぎる子供

達である。大人達にとって、都合のよい

子供達ではないのだ。（中川、118）

という発言があるように、キーピングは新し

い手法で見る人の既成観念を脅かし、挑戦す

るような絵を描くことを心がけていたのであ

る。そうすることで読者が目を見張ったり、

議論をしたり、時には否定するような、心の

動きをつくりだすこととなる。キーピングの

創作活動において、商業主義に傾かず、読者

の思考を刺激するということは大きな使命

だったのではないかと考えられる。

1－3 絵が物語る絵本

読者の心を動かすような絵本を目指し、

キーピングが実践した方法は絵が物語る形式

であった。以下では、絵が物語る絵本の形式

によって読者に与える効果を、詳しく考えて

いくこととする。文章を少なくすることでど

のように読み手の心が動き、ストーリーの理

解につながるか、ということを明らかにした

い。

これまで、〝絵が物語る"という表現を使っ

てきたが、絵が主体の絵本よりも、文章によっ

て語っていく絵本の方が読み手に書き手の思

想が伝わるのではないか、という疑問が湧く

のは当然のことである。しかしキーピングは

「絵本の多くでは、ことばは、絵がすでに物

語っていることをまたも繰り返しているにす

ぎな
(1)

い。」（キーピング（a）、230）と述べてい

る。これは絵のデザインを正確にすれば、言

葉が少なくても、多くのものを表すことがで

きる、という意味である。絵のデザインとは、

例えばページ毎の絵の位置の決め方におい

て、全ページかそれとも半ページに描くのか、

余白を多くするかあるいは全く余白だけにす

るのか、というレイアウトの要素が挙げられ

る。また別の要素として、色彩の効果を挙げ

ることもできる。絵本を美しくするためとい

うよりも、登場人物の置かれている状況を表

すために色を使うことで、読者に驚きや興奮

などを伝えることが可能である。キーピング

の色彩の効果について「― 燃えるような、あ

るいはくすぶるような赤、川べや森で見る緑、

氷や鋼鉄の青、鳴り響くような黄金色、豊か

な、あるいは神秘的な、あるいは陰鬱な紫―

これらのすべてのものが、あっと言わせるよ

うな力づよい想像力で描かれている。」（タウ

ンゼンド（下）、196）という発言があるよう

に、読者は考えつくされたレイアウトや色彩

などから、キーピングが伝えている意味を読

み取ろうとするのである。

このように一冊の絵本は、デザインを通し

て流れが調整されていくが、デザインの決め

方は言葉による制約をうけない作業であると

言える。言葉がない分、絵本のテーマに対し

てあらゆるアプローチが可能であり、そこに

自己の思想性や心理を盛り込むことができた

と考えることが可能である。つまり言葉によ

る説明が少ないため、読者は絵からキーピン

グが言わんとしていることを読み取ろうと頭

を使うことになり、キーピングはその機会を

利用して内的世界を描き出し、自己主張を行

うのである。これが、絵が物語るという手段

がキーピングにとって自己表現の１つであ
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る、と考えることができる理由である。

絵が物語る絵本がキーピングの自己表現の

手段であったと示したところで、一方絵本に

は様々な解釈が存在するということに触れな

ければならない。「絵本の『解放性』は、テク

ストが絵を完全にコントロールできないこと

におおきく関わっている。絵本が解放的であ

るから、ミスリーディングを含めた、多様な

読みを提供するのだ。」（高鷲、222）という記

述がある。これは、あらゆる工夫をこらして

読者を本のテーマや主張に導こうとしても、

作者の意図と読者の読みにずれは必ず生じう

る、ということを示している。キーピングの

絵本で考えると、テキストがほとんどない分

さらにずれが生じる可能性が大きくなると言

える。しかし絵本は様々な解釈が可能だから

こそ、読み手ひとりひとりが経験や行き方に

そった読みをすることとなり、多様化する。

高鷲もまた、

絵本が、いままで述べてきたように解放

的であるがゆえに、深さや広さを獲得し、

子どもの心にも訴えかけ、同時に、おと

なの読者にも豊かな経験を与えるのでは

ないだろうか。つまり、読者が子どもで

あってもおとなであっても、絵本はしな

やかに対応するのである。（高鷲、228）

と述べている。キーピングの絵本は、文章が

少ない文その意図を読み取ることに時間と集

中力を要するが、読者はその間様々に思いを

めぐらせ、自己の体験と照らし合わせたり価

値観と議論させたりすることができる。キー

ピングは読者に、その過程を経て自らが持つ

テーマへとたどり着いてもらうことを願って

いたのではないだろうか。そうすることで更

にキーピングの内面世界を知ってもらうこと

になるからである。絵本に秘められた意図を

見つけるために、読み手は自己と登場人物を

シンクロさせるわけだが、第２章ではキーピ

ングがその作者の意図というものを巧妙に自

身の作品内に張り巡らせていたのではないか

という観点から考察していく。

第２章 秘められたテーマ

2－1『ジョゼフのにわ』で物語るもの

第１章では、キーピングは自己主張や内面

世界の表現として絵が物語る絵本を創作した

と論じた。以下第２章では実際にキーピング

の代表作２冊を取り上げ、絵が物語る手法が

どのように実践されているのかを考察してい

くこととする。まず１冊目として、『ジョゼフ

のにわ』の内容を紹介したい。

主人公ジョゼフの家の裏庭にはレンガの

塀、木の柵、石畳、そして錆びた鉄のがらく

たがあるのみだった。ある日彼は屑屋の主人

のもとに鉄のがらくたを持って行き、一本の

苗木と交換する。それを裏庭の石畳を剥がし

たところに植えると、成長してひとつの花が

咲いた。ジョゼフはその花が好きで自分のも

のにしようと折ってしまうが、枯れてしまう。

季節が過ぎると、苗はまた新しく花を咲かせ

る。今度はそのままにしておくと、花は昆虫

を呼び、昆虫は鳥を呼び、鳥は猫を呼び、と

いう風に他の生き物が寄ってくる。心配に

なったジョゼフは自分の上着で花を覆ってし

まう。そして結局また花を死なせてしまう。

しかしまた季節が過ぎると、苗木はどんどん

大きくなり、ジョゼフはもう花の木に触るこ

とはしなくなる。再び他の生き物が集まって

きて、最後にジョゼフはそのことに幸せを感

じて物語は終わる。

この作品の全場面はほぼ主人公のジョゼフ

や花など、ある対象に焦点をあて、それがペー

ジ全体に描かれている。庭があるなら必ずあ

るはずの家の描写や庭の間取りなど、対象物

以外のまわりの描写はまったく盛り込まれて

いない。各画面を見てみると、ジョゼフ・鉄

のがらくた・太陽・くずやのおじさん・苗木・
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花・虫・鳥・猫のうちのいずれかが、単品で

クローズアップされて描かれている。このよ

うに対象に近寄って描かれる絵の構成から考

えられる効果として、２つのことが考えられ

る。まず１つは、

たくさんの情報をもりこむという絵本の

特質は、楽しさや場面全体の雰囲気をか

もしだすという点で、絵本の長所となり

うるが、時間の流れにそった筋の動きと

いう点からみれば短所となる点でもあ

る。（中川、113）

という記述にあてはめることができる。『ジョ

ゼフのにわ』でいう時間の流れにそった筋の

動きとは、様々な自然の力が苗木を成長させ、

枯れた花が再生する流れのことであるといえ

る。その一連の流れをテンポ良く描くには、

周辺情報を盛り込まず、対象に寄った画面で

絵を展開していく必要があったのである。そ

うすることで、苗木とともに成長していく

ジョゼフの内面が、骨格の強い流れのはっき

りしたものとして際立ってくるといえる。こ

こで実際に作品を取り上げて見ることとす

る。「さん然と輝く円であらわされた黄色い太

陽、垂直の線による雨、水平の線による風、

白い垂直の破線と点による雪……と、自然を

様式化してみた。」（キーピング（a）、232）と

いうように太陽から雪までが１ページずつ順

序良く描かれていく。ジョゼフは成長・再生

する苗木の時間の流れとともに花を好きにな

り（図２）、花が枯れて一人になる寂しさを知

り（図３）、再生した花を独占しようとし（図

４）、そしてまた枯らせてしまうことで間違っ

た独占欲だったことを知る（図５）。しかし最

後には成長した木と花に集まってくる生物に

囲まれて、その幸福感に気づく（図６）。

「物語の要点以外の情報がまわりにちらつ

きすぎるため、特にスピード感のある物語に

於て、そのスピードがそこなわれる原因とな

る」（中川、113）という記述があるように、

ジョゼフが間違った独占欲から正しい自然界

のあり方を認識していく流れに読者を導くた

めには、余計な描写を入れず、対象だけを見

つめさせることが必要だったといえるのでは

ないだろうか。

そしてもう１つの効果は、画面いっぱいに

描かれる苗木や花、鳥、猫などが、主人公ジョ

ゼフと同じ目線で対象を見つめる効果を与え

るということである。「近視の子どもがみるよ

図2 And because he loved it,(Keeping,14)

図3 Joseph was alone again in the yard.

(Keeping,16)
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うに、クローズアップして花を見るようにも

した。」（キーピング（a）、232）と書かれてい

るが、ここでいう近視の子どもとは眼鏡をか

けているジョゼフのことである。彼が見てい

るように、読者も対象を目前に見ているよう

な感覚で物語が進められる（図７、８、９）。

これによってよりジョゼフに寄り添った形で

物語を読むことができ、孤独への恐れから花

へと向かうジョセフの気持ちが際立って理解

できるといえる。物語中にはジョゼフ自身が

描かれている画面もあり、全ての画面が彼と

同じ目線で構成されているわけではない。し

かし、ジョゼフが登場する場面では読者が必

ずごく間近から彼を見ている構図がとられて

いる。特に27画面目の２度目に花を枯らせて

しまった画面では、後悔や恥ずかしさで満ち

たジョゼフの顔が画面上に大きく描かれてい

る（図５）。

ジョゼフについて「閉塞状況にいる一人の

少年というやつだ。」（キーピング（a）、232）

と述べられているように、彼の側にいる感覚

を与えられることで閉塞状況にいる孤独な少

年が浮き彫りになるといえるだろう。ジョゼ

図4 Joseph was afraid for his plant.

(Keeping,24)

図5 Joseph was bitterly ashamed.

(Keeping,27)

図6 And Joseph was happy.(Keeping,31)
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フがこれほど花に執着を持つのは、再び庭に

一人きりになってしまう孤独への恐れと考え

られるのではないだろうか。途中、鳥や猫も

あらわれて、孤独を解消してくれるであろう

存在が現れるにも関わらず、ジョゼフがそれ

らを追い出してしまうのは、「ジョセフは、他

の生きものと、花をいっしょにたのしむつも

りがない」（キーピング（a）、232）からであ

る。つまり最初に自分のものにできた物であ

り、一緒にいる保証を持てる唯一の存在が花

だったといえる。他の仲間を持てる機会を

失ってまで、側を離れる心配のない花に愛情

と独占欲を注ぐ姿から、今までの孤独感が大

きくジョゼフの心を捕らえてしまっていたの

がわかるのではないだろうか。つまり『ジョ

ゼフのにわ』において、絵が物語っているも

のは主人公ジョゼフの孤独感と言えるのであ

る。

2－2『まどのむこう』で物語るもの

『ジョゼフのにわ』と同様に、キーピングの

代表作とされる作品として『まどのむこう』

（Through the Window,1970）がある。この

作品についても絵が物語っているものを具体

的に探っていくこととする。複数の作品の

テーマを並べて考察することで、キーピング

の考える絵本観が共通して現れてくるものと

考える。『まどのむこう』の物語は以下のよう

になっている。

主人公のジェコブは、一人で二階の窓の

レースのカーテンから通りを見下ろしてい

る。ジェコブの視界には、教会、ビール工場、

お菓子屋などが見える。通りではせっけんば

あさん、彼女が飼っているやせこけた犬、道

路掃除のウィレットさん、ビール工場の荷馬

図7

図8

図９
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車、いつもつばをかけてくるジョージィ・ダ

ニエルズが、順に現れては去っていく。しば

らくしてジェコブの視界の中を、左側から

ビール工場から逃げ出してきた馬が疾走して

くる。その後を、荷馬車の御者、工場の人た

ち、ウィレットさん、せっけんばあさんが追

いかけて走り抜けていく。ジョージィ・ダニ

エルズも立ちすくんで事態を見つめている。

すると右側から、馬を取り押さえた御者が現

れ、次に生気のない犬を抱きしめたせっけん

ばあさんの姿がジェコブの目にうつる。犬は

馬に蹴殺されてしまったのだ。そしてせっけ

んばあさんに何か声をかけているウィレット

さんとビール工場の人たちが見えるが、その

うち全員がそこから去っていく。ジェコブは

窓ガラスに息を吹きかけて、笑顔で犬を抱い

ているせっけんばあさんの絵を描く。

まず注目すべきなのは、物語のほぼ全てが、

部屋の窓のカーテンから通りを覗いている主

人公ジェコブの視点によって描かれているこ

とである（図10）。絵本では主人公を画面の中

で活躍させて、画家の目で物語を描くのが普

通である。しかし主人公ジェコブの姿は、表

紙とタイトル画面と、全ページの中でわずか

３ページしか現れていない（図11）。

そして、ジェコブという子どもを理解でき

る情報も非常に少ない。彼についての情報と

いうと、下の階に母親がいることと彼には姉

がいること〝His mother was downstairs

 

and his sister was at school."（Keeping（c）、

3）、甘いお菓子が好きなこと〝Jacob liked
 

sweets better than anything."（Keeping（c）、

4）、犬を飼っていること〝Jacob hoped his
 

own dog would not come home now"

（Keeping（c）、11）、ジョージィ・ダニエルズ

が嫌いなこと〝Jacob didn’t  like him."

（Keeping（c）、16）くらいである。つまりジェ

コブを理解するための、文による描写、そし

て絵による描写が極端に少ないのである。

では、もっと主人公であるジェコブの内面

に迫る手がかりはないのであろうか。ここで

１つ手がかりとして取り上げたいのは、ほぼ

全ての画面に存在するカーテンの描写方法で

ある。垂直に垂れ下がっているカーテンが、

ビール工場の馬が暴走してくる場面から折れ

たり歪んだりして揺れ動きはじめる（図12）。

ここから登場人物も慌しく動き、御者や工場

図10

図11

図12
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の人たちなどが馬を取り押さえる大騒動とな

る（図13、図14）。次に事件が起きる前のカー

テンの描写を見ると、ジョージィ・ダニエル

ズが登場する場面では垂直ではなく斜めに

カーテンが下がっている（図15）。せっけんば

あさんが殺された犬を抱きしめている場面で

は、左右のカーテンが中央に寄せられて、視

点がばあさんに狭められている（図16）。

このようなカーテンの変化の描写について

中川は「キーピングはレースのカーテンの描

写に於て、完全に表現主義者であり、事件の

悲劇性や絵本の言葉には出てこないジェコブ

の内面をうつしている」（中川、112）と述べ

ている。つまり馬と人の往来する慌しさに対

する感情の高まりは、カーテンの様子から理

解できるように、ジェコブの心の中で確実に

起きていた出来事といえる。そしてそれだけ

ではなくジョージィ・ダニエルズに対する嫌

悪感、生気のない犬を抱くせっけんばあさん

への注目の表出など、馬の逃走による興奮以

外の内面感情がジェコブの言葉ではなくカー

テンの描写から読み取れるのである。

この物語が全て、主人公ジェコブが窓の

カーテンからのぞいた外の様子で進められて

いるということについて、「心理的な傷を無意

識の中に恐れ、外の世界に限りない興味をい

だきながらも決して安全地帯を動こうとしな

い子供を見事に描き出したのである」（中川、

111）という記述がある。心理的な傷を恐れて

いたかという正確な判断はつかないとして

も、馬や人々が疾走してきて犬が死んだ場面

を見て、ジェコブが部屋の窓から動かなかっ

図13

図14

図15

図16

11絵本における自己表現― 絵で物語るキーピングの手法―



たことは事実である。そのあとジェコブがし

たことは、〝Jacob breathed on the window
 

and made a drawing."（Keeping（c）、30）

というように、まるで馬の逃走や犬の死、ば

あさんの悲しみから目をそらすように、笑顔

で犬を抱くばあさんの絵を描くことであった

（図17）。

ジェコブは「指で自分なりのハッピーエン

ドを描く」（キーピング（a）、234）ことで、

〝安全地帯"にいる自分を安心して確認してい

るといえるのではないだろうか。彼は全てに

対して受動的であり、窓から動かず、犬の死

に対する悲しみの言葉も語らない。窓から外

の通りを見ることでしか、外の世界や事件に

介入せず、事件を目撃しても自分の日常に隠

れようとしているのである。ここから浮かび

上がってくることは内に閉じこもろうとする

一人の少年の孤独であるといえるだろう。

絵で物語っている要素というと、キーピン

グ自身が「老婆と荷馬車に赤い色を使ったの

は、早くから両者のつながりをつくっておく

ためであった。」（キーピング（a）、233）と語っ

ているように、色彩による印象の強調作用が

ある。犬を殺す荷馬車の馬と、最終的に被害

を受けるせっけんばあさんの繫がりが赤い色

で示されている。言葉によらないこのような

暗示によって、物語の核となる２つの事象に、

最初から伏線が敷かれていたのである。暗示

という面では、通りの教会の十字架の影も重

要な要素といえる。実際に物語の中では、直

接的に犬が死んだとは書かれていない。しか

し、ジェコブが最後に窓ガラスに指で描くば

あさんに抱かれた犬の上には、窓の向こうに

薄く映る教会の十字架が重なっている（図

17）。しかもこの十字架がある教会は物語冒頭

の４画面目で〝People got married there―or
 

buried."（Keeping（c）、4）と紹介されている

ように早くから死の印象が与えられていたの

である（図18、図19）。「この絵は死の事実に

たち向かえないジェコブの願望を表すと同時

に、皮肉にもやはり実さいに起った犬の死を

的確に表現している」（中川、112）という記

述もあるように、ジェコブの緊張感や恐れ、

興味、犬の死など、言葉で語られていないこ

とを絵から読み取ることができるのである。

2－1、2－2において２つの作品中で絵が物

語るものを考察してきたが、どちらも１人の

図17 図19

図18
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少年を通した孤独感を見ることができた。第

１章において、キーピングが絵で物語る手法

で伝えようとしたものは、自己主張や自分の

内面世界であるとしたように、この孤独感と

いう概念もキーピングの内面に大きく関わっ

ているものといえる。しかし、一般的に絵本

は子どものためのものと考えられているた

め、孤独感を盛り込むに相応しくない対象で

あると考えられる。それでもキーピングが絵

本作りにおけるテーマとして孤独感を掲げた

背景には何があるのであろうか。

第３章 キーピングの絵本観成立

3－1 ロンドン下町

第２章において、キーピングの絵で物語る

技法によって浮かび上がってくるものは孤独

感であると論じた。この絵本観の成立につい

て考えるとき、「絵本の背景として出てくるロ

ンドンは、第二次世界大戦後、産業構造の変

化についていけないまま荒廃したこの地域」

（三宅、150）であるという言葉がキーピング

の絵本観形成の考察に糸口を与えてくれるも

のといえるだろう。絵本の舞台である「この

地域」とはロンドンの下町を指しており、キー

ピング自身が育った場所もロンドン下町であ

る。イギリスの時代背景とともに、幼少期か

ら過ごした環境を見ることで、彼の絵本観の

根底にあるものを理解することができると考

える。

キーピングは1924年９月22日、ロンドン

南部のランベス（Lambeth）地区で生まれた。

父はプロボクサー、船員の娘である母、姉が

１人という家系で、貧しい中でも住んでいる

波止場や埠頭の絵を描いて過ごした。イギリ

スの首都ロンドンは32のバラ（borough）と

呼ばれる行政区で構成されている。そのうち

ロンドン市を含む13の行政区がインナーロ

ンドンを、残りの20の行政区がアウターロン

ドンを構成している。キーピングの生まれた

ランベスは、インナーロンドンの13あるバラ

のうちの１つである。ここに集まる人々は、

カリブ系やアフリカ系など有色の外国人移住

者が多く見られ、19世紀ヴィクトリア時代か

ら続く街頭市が発達した地域である。合わせ

て、「当地区は、麻薬使用率、少女の妊娠率、

暴力事件などの発生件数などの多くの指標が

ロンドンの他のバラと比べて高く、安全性の

面でも多くの課題が明らかになってきてい

る」（自治体国際化フォーラム）とも述べられ

ている。1897年に発表されたサマセット・

モーム（Somerset Maugham）の短編小説『ラ

ムベスのライザ』（Lisa of Lambeth,1897）

でも、「呼びに来た使いは、ラムベスの暗い人

気のない街路を案内して、警官たちですら入

りたがらない不潔な路地や薄気味のわるい裏

庭へ連れこむのだが、」（モーム、5）というラ

ンベスの描写がなされている。治安など安全

性において課題が多い地区であることが理解

できるであろう。治安の悪さや貧困などはロ

ンドン下町の特徴であるが、以下では貧困が

形成されるに至った背景を遡って見ることと

する。それに伴い発達した街頭市についても

考察し、そこで築かれた文化に注目すること

とする。

17世紀から18世紀に至るまで、イギリス

はオーストラリアやアジアなどの植民地帝国

の地位に登りつめ、大都市貿易が発達し、都

市的な文化といえるものを形成した。合わせ

てロンドン人口は大幅に増加し、1700年には

人口50万人、総人口の１割に達した。しかし、

都市の人口が増すに連れて市中から出てゆく

人々も出てきた。狭くなった市場は拡張のた

め移動し、富裕な商人は住居を郊外に移した。

この結果、ロンドンではウェスト・エンドの

開発が進み富裕な人々の別荘が展開された。

これとは逆に、イースト・エンドには貧民が

集まり、「やがては世界に悪名がとどろくほど

の大スラムが成立する」（角山・川北、18）と

されるほどの一大集落となった。1660年の
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イースト・エンドには５万人を超える貧民が

いたといわれている。都市の目印として貧民

の強制労働施設や養老院などの救貧施設も目

立つようになった。17世紀はロンドンの都市

文化が発展したが、同時に汚濁と喧騒、犯罪

と貧困などのイメージが定着してゆく時代で

あったともいえる。

都市に住む人々は「大都市の住民は、貴族

やジェントリ、医師や法律家のような専門職

の人びと、外国人亡命者などを別にすれば、

四つの階層からなっていた。」（角山・川北、

30）とされている。各層の構成は、親方層、

徒弟修業は終えたが親方に雇われている熟練

職人、未熟練労働者、下層の浮浪者や乞食お

よびそれと区別のつかない日雇い労働者とい

う４層である。しかし17世紀に定着した貧困

などの社会悪は18世紀もそのまま進行し、都

市には都会に行けば何とかなると考えた浮浪

者や貧民、盲人その他の障害者などが大量に

流れ込んできた。そのため、階層内の下層階

級人口は大幅に広がった。人口の流入ととも

に、1760年代に起きた産業革命は農業社会か

ら産業社会への移行を促し、家族総出で賃金

収入を得なければならない状態を作り出し

た。都市に集まった大量の人々やその妻など

家族も働かなければならない状況は、呼売商

人による街頭市文化を形成した。それは人口

が増えて住宅地が市場から遠ざかり、「工場や

住宅地に日常の食品や季節の食べ物を運んで

くれる行商人は、都市生活には不可欠の存在

となっていた」（角山・川北、80）からである。

特に外で職業を持っていた女性にとって、街

頭市は食料の調達にかかせない存在だったの

である。キーピングが育ったランベスは現在

でも街頭市がその特徴としてあげられる。で

は街頭市やそこを利用する人々、その生活は

実際にどのようなものだったのであろうか。

街頭市、そしてその周辺で暮らす人々の文化

について説明し、キーピングに影響を与えた

背景を更に見ていくものとする。

街頭市は古くから存在したが、特に発達し

た時期は1840年前後のヴィクトリア時代で

ある。街頭市には、卸売市場で商品を仕入れ

てきて魚や果物・野菜を扱う街頭商人や、物

を作って街頭で売り歩く街頭職人などがい

た。まともな店舗はなかったため、籠や頭か

ら吊るした売り箱や折りたたみ式のテーブ

ル、もう少し良いものでも手押し車や荷車な

どを使って商売をしていた。ランベスの中の

ニューカットという通りは「ヴィクトリア朝

の街頭市場として悪名の高い通り。1850年当

時にはさまざまな商品を売っている露店が

300店以上も並んでいた」（メイヒュー（上）、

7）と説明されるように、多くの人と物で溢れ

ていた。「当時ロンドンで三万人と見積もられ

た呼売商人」（長島、220）は、そのほとんど

が読み書きができず、その日の稼ぎも飲酒と

賭博で消えていったとされる。呼売商人には

売る商品があったが、路地裏や下水溝をあ

さって金目のものを探し、それを業者に売る

貧しい労働者も大勢いた。例えば「下水溝で

金属の破片などをあさる『どぶさらい』」（長

島、22）や「テムズ河の泥の中から石炭など

を拾い集める『泥ひばり』」（長島、220）など

がそれにあたる人々である。呼売商人や物を

拾い集めて売る商人の他にも、大道芸人や煙

突掃除夫、ごみ運搬人など生活費を稼ぐため

に様々な仕事につく労働者たちが存在した。

しかしその反面、産業革命を経験した19世紀

末のイギリスは「往年の勢いを保つことはで

きなかったが、この時期にも、経済の成長率

はゆるやかに増大し、（中略）労働者にとって

も実質的な暮し向きが向上しつつあった」（長

島、230）。例えば1867年に全工場に採用され

た土曜半日法や、1871年からのラボック法に

よって年４回の銀行休日が加わったことによ

り時間的・経済的に余裕が生まれ、スポーツ

観戦など余暇の生活が多様化した。ゆっくり

と経済的豊かさと余裕を手にし始めた労働者

たちがいたけれども、それでも「無視するに
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はあまりに多すぎる貧困層を、社会の底辺に

沈殿するままに放置しつづけた」（長島、240）

ことは事実であり、多くの貧民を抱えたまま

ロンドン都市部は20世紀を迎えたのである。

『ジョゼフのにわ』には、〝くずやのおじさ

ん"が登場する。屑屋の主人の登場場面は

One day Joseph heard a man calling
 

out for any old iron or junk.(Keeping

(a),8)

くずやのおじさんが ふるい かなもの

や、がらくたの おはらいものは あり

ませんか、と あたりに こえをかけて

いるのでした。（キーピング（b）、8）

と文章がついている。『ジョゼフのにわ』が出

版されたのは1969年であるが、キーピングが

絵本に幼少期の風景を盛り込んだと考えるこ

とが可能ならば、1924年出生後の1930年代

以降のランベスが描かれていることになる。

キーピングが成長した1930年代以降もがら

くたを集めるくずやがいたと考えると、

1840～50年代の都市に金属の破片などを探

し出すどぶさらいがいた過去と繫がるものが

ある。つまり20世紀に入ってからのロンドン

にも、街頭市の喧騒、貧民の生きていくため

の手段などが、文化のように引き継がれてき

ていたといえるのではないだろうか。

ここまで、ランベスを含めロンドン都市部

が貧民を抱え、汚染や喧騒で溢れていること

を述べた。しかしキーピングは、「ひどく貧し

い地域で子ども時代を送ったけれど、私は大

変幸福で、楽しかったし、すべてが快適だっ

た。」（キーピング（b）、52）と述べている。

それはなぜであろうか。７週間イースト・エ

ンドに潜入し『どん底の人々』（The people of
 

the abyss, 1903）を執筆したジャック・ロン

ドンはその著作の中で、貧民街に暮らす子ど

もの様子をこう描写している。

they struck me as being bright as other
 

children, and in many ways even
 

brighter. They have most active little
 

imaginations. Their capacity for pro-

jecting themselves into the realm of
 

romance and fantasy is remarkable.

A joyous life is romping in their blood.

They delight in music,and motion,and
 

color, and very often they betray a
 

startling beauty of face and form
 

under their filth and rags. (London,

274)

彼らはほかの子供たちと同様に、いや、

多くの点でずっと利口に見えた。彼らに

は、取るに足らなくともひじょうに活発

な想像力というものがある。ロマンスと

空想の国に身を投入していく彼らの能力

ときたら、注目すべきものがある。喜び

あふれる生命力が、彼らの血の中を跳ね

まわっている。音楽と動きと色彩を楽し

み、たびたび垢とぼろの下から、ハッと

するような美しい姿をみせることがあ

る。（ロンドン、213）

これは著者ジャック・ロンドンの視点から

見た記述であるが、貧民街の子どもであって

も彼らなりの生活の幸せがあり、生き生きと

暮らす瞬間があるのだということを示してい

る。確かにランベスは貧困が進んだ地区で

あったが、貧しい中でも街頭市文化の賑わい

など地域文化がみられたはずである。しかし

その後イギリスは２度の戦争を経て、産業構

造の変化が起きた。様々に生活様式が変化し

便利になっていったが、その分失われていく

ものもあったといえる。次節ではその産業構

造の変化がどのようなものであったかを説明

し、キーピングの絵本観は、豊かさの中にい

る人々へ生や死について再考を示唆している

のではないかという観点から考察する。
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3－2 繁栄・荒廃するロンドン

第二次世界大戦後、イギリス国民の平均所

得は、産業革命以来最も高い上昇率を示した。

暮らしが豊かになり、購買力が増して物質的

な満足感は得られるようになったものの、そ

のことがロンドン市民に与えた影響にはどの

ようなものがあるのだろうか。まずは具体的

にイギリス家庭内に起きた戦後の変化を見て

いく。

生活水準が著しく上昇した結果、ロンドン

市民は住宅・娯楽・食生活・旅行など以前の

世代に比べて選択の幅が大きく拡がった。経

済的余裕ができたことで、人々がそろって購

入したものの一つにテレビがある。「テレビ

は、戦争直後には、なお見慣れない珍しいも

のであったが、50年後には、事実上、すべて

の家庭にとってふつうの生活の一部を形成す

るようになった」（ローゼン、20）とされてい

るように、2000年にはイギリス世帯の99％が

テレビをもつこととなった。これにより家庭

に入り込む情報の種類や量が増大したが、そ

れと同時に多くの暴力行為が娯楽番組等で放

送されたり、長時間テレビの前で過ごして外

に出ないという習慣を作り出すことにもなっ

た。国民がテレビを見る平均時間としては

「2000年に、連合王国全体の平均で、大人は週

に27時間テレビを見ており、４歳から15歳

までの子供は、平均で週約18時間見ていた」

（ローゼン、21）とされており、そのことが肥

満防止などの国民的課題に繫がった部分が大

きい。そしてもう１つ、人々が必ず保有した

ものとして自動車があった。テレビが家庭を

様々な意味で広い世界と結びつけたように、

車は遠い土地を訪ねることを容易にした。自

家用車の保有は富裕な階級の特権ではなく、

「1950年には連合王国全体で、1979000台の自

家用車が動いていたにすぎないが、2000年に

は、12倍増の23196000台が登録されている」

（ローゼン、32）というように、ほぼ大半の世

帯共通のことであった。そして車の普及は

スーパーマーケットのチェーン店の増加と重

なって、地域の各食料品店の客数を減らすと

いう影響を及ぼした。主婦が毎日自転車で地

域の肉屋やパン屋、八百屋に通うことが少な

くなり、各食料品店が大打撃を受けたことは

もちろん、顔なじみだった売り手と買い手の

会話や交流がなくなったことも意味したので

ある。事実、「1984年になっても、なお連合王

国の食肉全体の41％が肉屋の店頭で売られ

ていたが、1994年にはその数値はわずか22％

にまで下がった」（ローゼン、31）というよう

に、肉屋もパン屋も廃業に追い込まれてし

まったのである。

テレビや車やスーパーの普及は、産業構造

の変化の一部でしかなく、しかも生活水準の

向上を果たしたすべての国家が経験するもの

であるかもしれない。しかしテレビもなく、

街頭市という路上で対面式販売をしていた地

域で育ったキーピングにとって、社会が大き

く変化していく様子がある種の危惧として

映ったと考えることができるのではないだろ

うか。ここで、商業主義を嫌悪するキーピン

グの言葉を引用したい。

とにかく売るためには、固定観念と俗物

根性を動員し、『極彩色喜び詰め合わせ』

といった名のパックされたフルーツサラ

ダのような製品として、洗濯せっけん、

ドッグフード、トイレットペーパー同様

に市場に出荷される。こうした巨大な商

業主義のしくみをこわして、体験からあ

ふれでてきたような本や、レジスターの

たてる音とはちがった胸のときめくよう

な何かからつくられたような本を、もっ

と手に入れるためにはどうすればよいの

だろうか。（キーピング（a）、229）

これは、良い絵本というものに対して述べ

られたキーピングの意見であるが、商業主義

に対する意見として考えることもできる。テ
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レビは誰もが満足する「極彩色喜び詰め合わ

せ」の面白さを提供するものであるが、それ

よりも自身による体験から胸のときめきを得

るほうに価値がある。カゴに入っている商品

をただレジスターで打つだけのスーパーより

も、市場の対面販売で店員と触れ合う方に価

値がある。便利になり発展していく社会の中

で、キーピングがロンドンの将来に焦燥感を

抱いていたことを示すものといえるのではな

いか。

イギリスが繁栄していったことは事実であ

るが、一方でイギリス人全体が平等に生活水

準向上の恩恵に授かったわけではなかった。

具体的には、地域によってその動向はかなり

違ったものであった。特にランベスなどに代

表される貧困層の厚い地区は、産業構造の変

化についていけず荒廃していった。イギリス

は「1964年から2000年までのあいだに、肉体

労働に従う被雇用者の比率は、26％低下した」

（ローゼン、42）ように、1960年代から脱工業

化が進み、労働者階級はイギリス有権者の多

数派ではなくなった。いわゆるブルーカラー

と呼ばれる肉体労働者から、ホワイトカラー

と呼ばれる事務労働者への転換がおきたので

ある。しかし階級格差が解消されるようなこ

とは容易には起きず、競争社会から脱落した

ブルーカラーの低所得世帯は貧しい暮らしを

続けることとなった。ランベスは、キーピン

グの『ジョゼフのにわ』において〝くずやの

おじさん"が登場したように、ヴィクトリア

時代から近代に至るまで貧困層を抱えた地区

であり、低所得世帯が多く暮らしていたこと

が考えられる。このような「都会の極貧地域、

とくに、いわゆる『掃きだめ』とよばれるよ

うな地域」（ローゼン、39）に起こりうること

として、驚異的な犯罪率の上昇があげられる。

「とくに、失業中の薬物常習による麻薬（ハー

ドドラッグ）の使用がふえていったことが、

しだいに犯罪が増加した重要な理由であっ

た」（ローゼン、45）という記述も見ることが

できる。つまり貧困の歴史を持つランベスは、

脱工業化という産業構造の変化に追いつけ

ず、その結果犯罪数の上昇を招くなど荒廃し

ていったと考えることができるだろう。テレ

ビ・車などに代表される社会の発展の裏にあ

る心の貧しさとともに、発展にさえもついて

いけず地区そのものが荒廃していく社会の対

比も、キーピングの絵本観に影響を与えたも

のとして考えることができるのではないだろ

うか。

結論

絵本に出会ったとき、読者はその作者の

メッセージを探ろうとする。純粋に物語を楽

しむことのみを目的とする読者がいるのは当

然だが、一見単純に見える物語の裏に隠され

たメッセージを感じとる読者も大勢いるだろ

う。そのメッセージは、言葉で表現される場

合もあるし、絵画的な表現をとる場合もある。

キーピングにとってメッセージを伝える方法

とは、言葉によらない絵が物語る絵本をつく

ることであった。入念に構図や色使いを考え

仕掛けをはることで、読者自身にテーマを考

えて読み取らせること。それが、作り直され

た昔話のテーマをただ受容するだけであった

時代への挑戦でもあったのである。

では、実際にキーピングが絵で物語ろうと

したものは何であったのか。『ジョゼフのに

わ』のジョゼフ、『まどのむこう』のジェコブ

を通して見えたものは、１人の少年の孤独で

あった。寄り添うように近い距離で見るジョ

ゼフは、孤独への恐怖から花への独占欲を露

にしているし、ずっと窓の外を眺めている

ジェコブは外界の騒ぎや犬の死に立ち向かえ

ず、内にこもることで自己を保とうとする孤

独を抱いていた。キーピングの絵本のテーマ、

それは孤独感であるということができたので

ある。

ランベスというキーピングの故郷は貧しい
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地域で、過去から現代まで、貧困とそれにと

もなう貧困層の文化が根付いている地区で

あった。しかし貧しさの中でこそ見ることの

できる地域文化や、そこでの胸がときめくよ

うな体験のために、キーピングは自分が育っ

た環境は幸福だったと残している。つまり注

意したいのは、自らの子供時代が貧しく孤独

であったから〝孤独感"という絵本観が形成

された、というわけではないということであ

る。ランベスを原風景として孤独感ある絵本

を描いたのは、発展・荒廃するイギリスの中

で、生きるとは何かを読者に提示するためで

あったと言えるのではないだろうか。例えば

生活水準があがった家庭のテレビの前でじっ

と動かずに過ごす子供に対して、そして貧困

街で罪を犯す労働者階級の人に対して、絵本

の中の子供を通して読者にとっての孤独を見

つめさせているのではないか。なぜなら、孤

独という概念を描くことで、反対に共生や生

きるということが浮き彫りになってくると言

えるからである。本論では、絵本におけるキー

ピングの自己表現について考察してきた。自

らのアイディアに基づいた手法で、同時代の

周りにある状況や、孤独から見えてくる〝生

きる"という概念を伝えること、それがキー

ピングの自己表現であった、として結論づけ

たい。

注

⑴ チャールズ・キーピング「自己表現としての絵

本」三宅興子訳（今江祥智編『叢書 児童文学

絵本の時代』世界思想社、1979年）から引用し

たものである。本来ならば原文の英文を掲載す

べきだが、訳者の三宅興子氏は自身の著書の中

で「この絵本論は世界思想社の原稿依頼に答え

たもので、原文は出版されていない。原稿は

Hand writingで書かれた美しいものであっ

た。」（三宅興子『イギリス絵本論』翰林書房、

1994年）と言及されている。そのため、この論

文でも全て訳文を引用していることを注記して

おきたい。
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